
※取次店様からの見計らい配本はございません。お手数ですが必要部数を記入の上ご返信お願いいたします。発注ご担当者名も必ず明記下さい。

ご担当者名:

   音のデジタル化に関する説明として、誤っているものを1つ選べ。
1 標本化で使う周波数の単位にはヘルツ（Hz）が使われる
2 デジタル化の場合、標本化とサンプリングは同じ意味である
3 量子化の段階値はバイト（MB）で表される
4 符号化によってデータは0と1だけになる

   マイクを使って、標本化周波数10Hz、量子化ビット数8ビット、モノラル、5秒間の音声
データを録音した。このデータ量として、適当なものを1つ選べ。

1  5バイト　　 2  50バイト　　 3  500バイト　　 4  5000バイト

  音をデジタル化するときの流れとして、正しい組み合わせを1つ選べ。

標本化→ 量子化→ 符号化
時間で区切る 整数値で数値化 デジタルデータ化

1 2進法 ビット数 周波数（Hz）
2 ビット数 2進法 周波数（Hz）
3 周波数（Hz） 2進法 ビット数
4 周波数（Hz） ビット数 2進法

練習問題
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   アナログ音声信号をデジタル化するとき、元のアナログ信号の波形により忠実な（より近い）
波形を復元できる組み合わせとして、適当なものを1つ選べ。

1 2 3 4

サンプリング周期 短い 短い 長い 長い
量子化の段階数 少ない 多い 少ない 多い

   通常の音楽CDは量子化ビット数を16ビットで記録している。これに対して、デジタル音楽
配信サービスの中には量子化ビット数を24ビットにして同じ楽曲を販売しているケースがある。
原音に対してサンプリング周波数は同じであるとして、次の説明のうち正しいものを1つ選
べ。

1 演奏時間が同じ場合、データ量は少なくなる
2 データを扱う機器やコンピュータ内蔵CPUの負担は減る
3 超低音から超高音まで音の上下限が拡大する
4 より小さな音から大きな音までの表現力の幅が広がる

   音楽CDの何倍もの情報量を持つ「ハイレゾ（High Resolution）音源」の楽曲がネット配信で
販売されている。標本化周波数が96KHz、量子化ビット数が24ビット、2チャンネルのステ
レオであるとき、16GBの記憶容量を持つプレーヤーなら、1曲が4分として約何曲保存するこ
とができるか。適当なものを1つ選べ。なお、1K＝1000、1M＝1000K、1G＝1000M 
とする。

1 115 2 138 3 1157 4 1382

  次の計算をして、適当なものをそれぞれ1つずつ選べ。

（1） 電話の音声をデジタル信号にするとき、最大周波数が4KHzであった場合の標本化周波数。
1 4KHz 2 8KHz 3 16KHz 4 32KHz

（2） （1）のデータを16段階で量子化する場合のビット数。
1 4bit 2 8bit 3 16bit 4 32bit

（3） （2）のデータをそのまま符号化したとき、1K=1000の場合の、最低必要となる伝送速度。
1 4Kbps 2 8Kbps 3 16Kbps 4 32Kbps

   通常の音楽CDは、左と右の2つの方向から音が聞こえるが、特殊なDVDでは「後方・左」「後
方・右」「中央」からを合わせて計5つの方向から音が聞こえてくる。メディアにいくつの音
を記録するかを表す数をチャンネル数と呼び、通常の音楽CDは2チャンネル、特殊なDVD
は5チャンネルで記録している。

   この特殊なDVDの1秒間のデータ量は、通常の音楽CDの1秒間のデータ量と比べて何倍に
なるか。適当なものを1つ選べ。ただし、記録は次のように行われているものとする。

  ・CDの標本化周波数は45kHz、量子化ビット数は16bit、チャンネル数は2
  ・DVDの標本化周波数は96kHz、量子化ビット数は24bit、チャンネル数は5

1 2倍　　 2 5倍　　 3 8倍　　 4 10倍
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  音を特徴づける要素は、振幅（音の大小）、周波数（音の高低）、波形（音色）である。
音のデジタル化の過程において
  一定の時間間隔で波の高さを取り出すことを標本化（サンプリング）という。
  1秒間に標本化する回数を標本化周波数といい、ヘルツ（Hz）で表す。
  アナログ信号をデジタル信号に変換するには、元の波形の最大周波数の2倍よりも高い周波数で標本
化する必要がある。これを標本化定理という。

  電圧を一定間隔に区切り、取り出した波の高さに近い段階値を読み取ることを量子化という。
  電圧の段階値に割り振る単位はビットで表し、量子化ビット数という。
  量子化された数値を0と1に変換することを符号化という。
  アナログデータをデジタルデータに変換することをA/D変換、その逆をD/A変換という。
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問題 1
下のグラフは、ある町の5年間の6月～9月の月平均気温と、その町のある喫茶店におけるかき氷の月別売り
上げの関係を散布図で表したものである。

気温とかき氷の売上の関係
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（1） このグラフが示す相関関係はどれか。
1 正の相関がある
2 負の相関がある
3 相関はない

（2） 上のグラフでかかれている回帰直線の式はy＝30x－550であった。このとき、以下の記述のうち正
しくないものを答えよ。

1 気温が1℃上昇すると、かき氷の売り上げは平均して30個増える。
2 かき氷の売り上げが350個の時、気温は約30℃と推測できる。
3 グラフ中のAの点を削除した場合、回帰直線にも変化はあるが、データの相関はより強くなる。
4 回帰直線の切片が負の数であることから、相関の強さはあまり強くないことがわかる。

問題 2
次の説明を読み、空欄 ア ～ ケ に入る語句として、最も適切なものを解答群の中から1つずつ選べ。
（1） 通信網において情報を伝達する方法の基本原理である交換方式には、 ア 交換方式と イ 交換方

式がある。このうち ア 交換方式は、相手との間に1つの経路を設定し、 ア を占有して情報を
交換する。 イ 交換方式による通信は、情報を イ と呼ばれる小さなデータ単位に分割し、ヘッ
ダをつけて送信する。

（2） インターネットのプロトコルに関して、 ウ はトランスポート層のプロトコルであり、 ウ によ
る通信では、受信側はパケットを受け取ると、確認のために応答パケットを送信側に送り返すことに
なっている。

（3）インターネットのプロトコルに関して、HTTPは エ 層のプロトコルである。
（4） Webページは、 オ という言語で書かれている。 オ では、文字の装飾やリンク、画像などが、

タグと呼ばれる文字列を使って指定されており、これをWebブラウザが解釈することでWebページを
表示している。

（5） インターネット上でWebページを見るには、Webページの場所を表す カ をWebブラウザのアド
レス欄に入力するか、 カ が指定されたリンクをクリックするなどの操作をする。

（6） インターネットのプロトコルであるTCP/IPプロトコルは4つの層から成る。これを、上位にあるもの
（実現するサービスと直接関係するもの）から下位にあるもの（通信路の物理的性質など）へという順
序で並べると「アプリケーション層→ キ 層→ ク 層→ ケ 層」となる。

1 DNS 2 DoS 3 HTTP 4 HTML 5 IP
6 LAN 7 SMTP 8 TCP 9 URL 10アプリケーション
11インターネット 12回線 13トランスポート　 14ネットワークインターフェース 15パケット
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問題 3
次の説明について、正しいものに○を、誤っているものには×を記せ。
（1） セキュリティに関して、ウィルス対策ソフトウェアを利用していれば、ソーシャル・エンジニアリン

グによる被害をなくすことができる。
（2）セキュリティ対策として、ファイアウォールとウィルス対策ソフトウェアの併用はできる。
（3） 公開鍵暗号方式により、送り手Aが暗号文を受け手Bに送る場合、送り手Aは受け手Bの公開鍵を使っ

て暗号化し、受け手Bは送り手Aの公開鍵でその暗号文を復号する。
（4） インターネットにおいて、送信元のコンピュータAから送信先のコンピュータBへ、複数台のルータ

を経由していくつかのパケットが届けられるとき、パケットが届く順序がバラバラになることはない。
（5）インターネット上で情報を暗号化して送受信する手順の決まり（プロトコル）としてSSLがある。
（6） インターネット上で、文章やイラストなどの作品を公開する場合、その作品に対する著作権を得るた

めには特許庁に申請する必要がある。
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問題 4
1.　 次の説明を読み、空欄 ア ～ エ に入る語句として、最も適切なものを解答群の中から1つずつ選
べ。

　さまざまなデータベースの中で、各データを表形式で表したデータベースを ア と呼ぶ。 ア の各
行は、1つのまとまったデータを表しており、このまとまりを イ または ウ と呼ぶ。 ア におい
てデータを扱う際に、データベースの保守性やデータの一貫性を高めるために表の構造を見直し、繰り返
し項目を分離したり、必要に応じて表を分割する作業を エ と呼ぶ。
解答群：（注： イ  と ウ  の順序は問わない）
　 1 オブジェクト指向データベース　 2 リレーショナルデータベース　 3 独立型データベース　 4 タプル　
　 5 フィールド　 6 レコード　 7 属性　 8 正規化　 9 分散

2． 9人の生徒に対して、ある10点満点のテストを行ったところ、それぞれの生徒の点数は下記のとおりで
あった。

　　7、8、6、5、5、6、3、4、10

このとき、このテストの点数に対する下記の2つの数値を解答群から1つ選べ。なお、記号は繰り返し用
いてよい。
　（1）平均値
　（2）中央値
解答群：
　 1 5　 2 6　 3 5.5　 4 6.6
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章末問題は大学入試センター試験・大学入学共通テスト・情報の入学試験を実施した 
大学の過去の問題を中心に出題しています。
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演習問題

127126

⓪ 1 3  　　① 1 5  　　

② 3 5  　　③ 3 1　　　

④ 3 3.5　　⑤ 5 1

例　1 順次構造
　次のプログラムの実行結果を考える。

　　　　順次構造は、1つの処理が終了したら、次の処理へと順に実行することである。「表示する ()」は文
字列や数値などを出力するときに使用する。文字列は「”」で囲むが、数値を計算に使うときなどは
「”」で囲まない。数値の足し算に「+」が用いられるが、文字列を連結する際にも「+」が用いられる。
文字列や数値をいくつか並べて表示する際には「,」を用いる。

解説

Hello
Informatics
2020

2025

3 月 31 日

実行結果

(01) 表示する (“Hello”)
(02) 表示する (“Infor” + “matics”)
(03) 表示する (2020)

(04) 表示する (2020 + 5)

(05) 表示する (3, ”月 ”, 31, ”日 ”)

例　3 キーボードからの入力
　次のプログラムの実行結果を考える。なお、キーボードからは
「情報高校」と入力されるものとする。

　　　　プログラムの 2行目【外部からの入力】で入力された「情報高校」は、文字列として変数 gakkou

に代入される。3行目で「私の学校は」、「gakkou」（情報高校）、「です」を並べて表示する。
解説

学校名を入力してください
情報高校　←キーボードから入力
私の学校は 情報高校 です

実行結果

(01) 表示する (“学校名を入力してください ”)

(02) gakkou = 【外部からの入力】
(03) 表示する (“私の学校は ”, gakkou, “です ”）

例　2 変数を使った計算
　次のプログラムの実行結果を考える。

(01) a = 2

(02) b = a * 5

(03) 表示する (b) 10

実行結果

(01) a = 3

(02) b = 5

(03) c = a + b * 2

(04) 表示する (c) 13

実行結果

　　　　解説 変数は、文字列や数値などを一時的に保管する場所であ
る。例 2のプログラムのうち、上側のプログラムでは 1
行目で、右辺の 2を変数 aに代入し、2行目で右辺の
a * 5（2× 5）の結果を変数 bに代入する。3行目
では、bの値10を表示する。算術演算子は足し算が「+」、
引き算が「-」、掛け算が「*」、割り算が「/」である。
また、「**」でべき乗、「÷」と「%」で割り算の結果の
商と余りを求められる。

　次のプログラムの実行結果 ウ として最も適当なものを、解答群のうちから 1つ選べ。また、プロ
グラムの 2行目が「b = a % 3」のときの実行結果 エ と、「b = a ** 3」のときの実行結果
オ として最も適当なものを 1つずつ選べ。

類題2  簡単な計算

⓪ 1　　 ① 3　　　② 7　　 ③ 30　　④ 1000

ウ ～ オ の解答群
(01) a = 10

(02) b = a ÷ 3

(03) 表示する (b)

　　　　次のプログラムの実行結果のうち 5行目の実行結果 キ として最も適当なものを、解答群のうちから 1
つ選べ。なお、キーボードからは「7」と入力されるものとする。

　　　　　　　　　問１

キ の解答群

　　　　次のプログラムの実行結果のうち 4行目の実行結果 ク として最も適当なものを、解答群のうちから 1
つ選べ。なお、キーボードからはプログラムの 2行目で「2」、3行目で「2025」が入力されるものとする。

　　　　　　　　　問 2

(01) 表示する (”好きな自然数を入力してください ”)

(02) atai = 【外部からの入力】
(03) shou = atai ÷ 2

(04) amari = atai % 2

(05) 表示する (shou, amari)

(01) 表示する (”学年と西暦を入力 ”)

(02) gakunen = 【外部からの入力】
(03) seireki = 【外部からの入力】
(04) 表示する(seireki + 1, “年は”, gakunen + 1, “年生”)

⓪ “年は ”, “年生 ”

① 2025 年は 2 年生

② 2026 年は 3 年生

ク の解答群

次のプログラムの 3行目の実
行結果 カ として最も適当
なものを、解答群のうちから 1
つ選べ。なお、キーボードから
は「おはよう」と入力されるも
のとする。

類題3  オウム返し
(01) 表示する (”朝のあいさつを入力してください ”)

(02) aisatsu = 【外部からの入力】
(03) 表示する(“朝のあいさつは”, aisatsu, ”です”)

⓪ ”朝のあいさつは ”, aisatsu, ”です ”

① 朝のあいさつは おはよう です

② 朝のあいさつは aisatsu  です

カ の解答群

　　　　　次のプログラムの実行結果 ア として最も
適当なものを、解答群のうちから 1つ選べ。

類題1  さまざまな出力
　　　　問１ 　　　　　次のプログラムの実行結果 イ として最も

適当なものを、解答群のうちから 1つ選べ。
　　　　問 2

(01) 表示する (123 + 654) (01) 表示する (9, ”月 ”, 1, ”日 ”)

⓪ 123654　　① 654　　

② 777      ③ 123 + 654

ア の解答群
⓪ 9, “月 ”, 1, “日 ” ① 1 0 月 日

② 9 月 1 日 ③ 9 1 月 日

イ の解答群

算術演算子：計算のための演算子
演算子 例 結果

足し算 + 5 + 29 34

引き算 - 82 - 9 73

掛け算 * 4 * 4 16

割り算 / 15 / 3 5

商 ÷ 9 ÷ 4 2

余り % 9 % 4 1

べき乗 ** 2 ** 8 256

Chapter1-1 プログラムの基本構造
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大学入学共通テスト「情報Ⅰ」を解く実力をつけるための問題集。
基礎力を養う「練習問題」「発展問題」の他、大学入試過去問題を含む、
充実のラインナップで「情報Ⅰ」を基礎から応用まで徹底攻略！

本書の
構成

※本書は、主に「情報Ⅰ」の教科書に沿って構成されています。

で教科書レベルの内容を読んでおさえる！

で基礎的な問題を解いて要点をつかむ！

で実践的な問題に挑んで実力をつける！

💡 本編の段階的な学習で基礎力を養う

💡 充実した問題ラインナップで共通テスト対策

ポイントをおさえた別冊解答解説つき

これまでの大学入学共通テスト第3問･第4問の
傾向に特化した問題を解き、出題傾向に慣れる

　　　　　　章の最後に用意した章末問題は
選りすぐりの大学入試過去問題を中心に構成


